
日時：2024年8月28日（水） ８: 55～16 : 00

(入場開始 8： 30)

開催： ＷEB開催（Zoom)

（Zoomアカウントは1週間前までに参加者の方に配信します）

開催趣旨：日本動物実験代替法学会は、動物実験の適切な施行の国際原則であ
る 3Rs の推進と普及を目的とし、研究、開発、 教育、調査などを行っています。今回、
局所および全身毒性を評価する代替法を皆様により深く理解いただくことを目的 に、各
領域における専門の先生方をお招きし「次世代の動物実験代替化を基礎から学ぶ-皮
膚、眼、口腔、全身（NGRA） -」として講習会を開催することにしました。講演だけで
なく、午前の部の先生方と直接ディスカッションができるオープンセ ッションと、午後の部の
先生方によるパネルディスカッションの場を設けており、これからの代替法の考え方や使い
方など、 専門の先生方に直接質問ができる貴重な機会でもあります。皆様からの多くの
参加を賜りますよう、お願い申し上げます。

参加方法：会員 2,000 円、非会員 4,000 円

（動物実験代替法学会の賛助会員の企業にご所属の方は会員扱いとなります）

以下のPayventのサイトから参加申し込みをお願いします

申し込み期間：2024年7月16日（火）～ 8月9日（金)

https://app.payvent.net/embedded_forms/show/667228dd
4520762683f0870c

お支払い方法等でご不明の方は、下記メールアドレスまでお問合せ下さい）

定員： 200名 （定員になり次第締め切らせていただきます）

日本動物実験代替法学会企画委員会
池田 英史
Email: jsaaekikaku001@gmail.com

2024年度 日本動物実験代替法学会企画委員会主催講習会

「次世代の動物実験代替化を基礎から学ぶ-
皮膚、眼、口腔、全身（NGRA）-」

https://app.payvent.net/embedded_forms/show/667228dd4520762683f0870c
https://app.payvent.net/embedded_forms/show/667228dd4520762683f0870c


スケジュール(予定)
座長: 山下 邦彦（日本動物実験代替法学会企画委員会 担当理事）

8:30 入場開始

8:55 開催挨拶 西浦 英樹（日本動物実験代替法学会企画委員会副委員長）

午前の部 9:00～

初めに：毒性評価全体像：本セミナーのねらい 池田英史 （日本動物実験代替法学
会企画委員会委員長）

１．CRO における皮膚刺激性試験（TG439）の実施方法

鈴木 克 先生（一般財団法人化学物質評価研究機構）

２．CORNEA-MODEL の概 要 と OECD TG492

三竹 博道 先生（株式会社ジャパン・ティッシュエンジニアリング）

３．EpiOcular の概 要 および眼 刺 激 試 験 代 替 法 OCL-200EIT と ET-50

法評価

半田 由希 先生（倉敷紡績株式会社）

４．眼刺激性試験法「Vitrigel-EIT 法」～実施上の要点～

山口 宏之 先生（関東化学株式会社）

５．ヒト 3 次元培養口腔粘膜モデルを用いる口腔粘膜刺激性試験法の開発

相澤 聖也 先生（ライオン株式会社）

６．講師の先生方との質疑応答オープンセッション

鈴木先生、三竹先生、半田先生、山口先生、相澤先生

午後の部 13:00～

７．NGRA（Next Generation Risk Assessment）とは？～全身毒性評価を中

心とした原理・原則の紹介～

竹下 俊英 先生（日本化粧品工業会 NGRA WG/花王株式会社）

８．化粧品成分を用いた NGRA の事例紹介

波多野 浩太 先生（日本化粧品工業会 NGRA WG/ホーユー株式会社）

佐久間 めぐみ 先生（日本化粧品工業会 NGRA WG/株式会社コーセー）

９．化学物質のヒト健康影響評価に資するリードアクロス -行政リスク評価への適用

を目指して-

山田 隆志 先生（国立医薬品食品衛生研究所）

１０．話題提供; NGRA の現状と実用化への課題について

廣田 衛彦 先生（日本化粧品工業会 NGRA WG/株式会社資生堂）

１１．講師の先生方によるパネルディスカッション

竹下先生、波多野先生、佐久間先生、山田先生、廣田先生
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